
 

 「令和 6 年度 男女共同参画の視点からの

能登半島地震対応状況調査」報告書より 

通常業務で培ったネットワークやスキルを復旧・復興活動に活かした

取組（富山県民共生センターサンフォルテ） 

 以前からつながりのあった被災地支援団体が被災地支援に入る

タイミングで、被災地に化粧品等を届けるため、急遽、ホームペー

ジで支援物資を募集した。 

 限られた時間の中で、つながりのある NPO 団体に直接声かけを

したり、職員の間で物資を集めた。 

 センターとして被災者に直接物資を届けることはできなかった

が、集まった物資を職員がパッキングして、被災地支援団体を通

じて届けてもらうよう託した。 

 被災地の女性の就労支援として、センター主催のイベント開催時

に、「能登半島地震復興応援ショップ」の企画・運営を行った。 

 地震の揺れに対する恐怖感を抱いていた女性が多かったため、少しでも不安な気持ちを

相談できるよう、相談窓口を県外の被災者にも拡大した。 
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